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要旨 
目的： 
非外因性突然死においてアルコールの影響の関与の有無を論じることは法医学上の難問の

一つである。本研究の目的は、法医学解剖例においてアルコール影響例の有所見率

(prevalence)を検討することである。 
方法： 
我々の研究対象の自然死および非自然死 5496 症例（男性 4045 例、女性 1451 例）を対象

とした。ヘッドスペース・ガスクロマトグラフィー法にて血中アルコール濃度（Blood 
Alcohol Concentration: BAC）を求めた。階層化対数線形モデルを用いてアルコール関連

死亡を検討した。 
結果： 
高度な BCA が認められたのは、65 歳以上自殺者（対数変換 F 値＝0.442）および 40-65 歳

の殺人被害者（対数変換 F 値＝0.234）であった。死亡様式と性とには相関が認められ、そ

れによると男性では事故の率（対数変換 F 値＝0.140）、女性では殺人の率（対数変換 F 値

＝0.193）、が比較的高かった。 
結論： 
正確な統計に基づく死亡データベースは、ヒトの健康および死亡に関するアルコールの影

響を論じる際に大いに役立つことが示唆された。 

 




